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１．概要（Summary） 

分子モーターは自身がナノスケールであることや化学

エネルギーを高い変換効率で運動エネルギーに変換す

ることができることに加え，外部環境からエネルギーを吸

収できる．この特徴を利用することでマイクロスケールのア

クチュエーターを作製することができる．今回，アクチュエ

ーター作製のため，名古屋大学のNUナノリンクの設備を

利用して分子モーターで駆動する微小構造体の作製を

行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 3 次元レーザ・リソグラフィシステム

一式（NANOSCRIBE 製 フォトニック・プロフェッショナ

ル），高精度電子線描画装置一式（日本電子 (株 )製 

SPG-724） 

【実験方法】 

分子モーターで回転運動させる三次元構造体を 3 次

元レーザ・リソグラフィシステムで造形した．ガラス基板に

フォトレジスト（SU-8 3050）を 50 mの厚さで塗布，65℃

で 5 min，95℃で 20 min 加熱後，露光した．露光後，

65℃で 1 min，95℃で 5 min加熱後，現像液（PMシン

ナー）で 5 min現像を行い,イソプロパノールで 1 min リ

ンスを行った．作製したサンプルの露光条件は以下の通

り： 

（i） 露光量：20 mW スキャン速度：100 m/s 

（ii） 露光量：18 mW スキャン速度：100 m/s 

（iii） 露光量：16 mW スキャン速度：100 m/s 

観察は高精度電子線描画装置  日本電子 (株 )製 

SPG-724を用いて行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 造形後の結果を Fig. 1 に示す．分子モーターによって

駆動されるローターが，ステーター部分と癒着していること

がわかる．(ⅰ)～（ⅲ）の順に露光量を減らして造形を行っ

たため，露光量が少ない方ほど癒着が少ないことがわかる．

今後は露光条件の最適化を行い，ローターとステーター

の分離を目指す． 

   

Fig. 1 SEM image of micro rotary actuator which is 

fabricated by photonic professional. 
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